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冬
の
北
海
道

熱
い
闘
い

「仕
事
よ
こ
せ
」の

は

じ

め

に

一
〇
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と
大
雪
の
山
々
は
冠
雪
し
、
平
地
で
も

朝
夕
は
暖
房
が
必
要
と
な
り
、
ま
も
な
く
北
海
道
は
厳
寒
の
冬
を

迎
え
ま
す
。

今
年
の
夏
、
季
節
労
働
者
は
仕
事
が
な
い
状
態
が
春
先
か
ら
ず

っ
と
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
季
節
労
働
者
の
問
題
は
、
お
も
に

失
業
す
る
冬
の
仕
事
と

「手
当
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
、
夏
も

「雇
い
止
め
」
と
就
労
減

に
さ
ら
さ
れ
、
事
情
が
一
変
し
ま
し
た
。　
一
年
中
仕
事
が
な
い
の

で
す
。「北

海
道
沈
没
」
の
出
日
の
見
え
な
い
経
済
危
機
の
真
っ
只
中

で
季
節
労
働
者
は
夏
の
雇
用
破
壊
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
す
。
差
し

迫
っ
た
仕
事
、
生
活
対
策
と
と
も
Ｌ
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
得

ら
れ
る

「六
ヵ
月
、
月

一
一
日
以
上
」
の
就
労
確
保
が
季
節
労
働

者
の
ギ
リ
ギ
リ
の
要
求
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
が

「仕
事
を
下
さ
い
―
―
建
設
業

。
一
〓
．万
人

の
い
ま
」
の
特
別
番
組
を
組
み
、
建
設

一
般
の

「仕
事
を
１
１

せ
」
の
座
り
込
み
は
全
国
放
映
さ
れ
る
な
ど
社
会
――ｌｌ
題
化
ト
ー
ー

た
。
職
安
所
長
が

「
コ
ツ
コ
ツ
と
求
人
間
拓
を
は
か
る
以
外
な

い
。
不
測
の
事
態
が
心
配
」
と
心
痛
し
、
職
安
審
会
長
が

「失
業
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対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
下
で
、
私
た
ち

は
こ
の
半
年
余
、
失
業
者
闘
争
を
前
進
さ
せ
、
各
地
で

「
つ
な
ぎ

就
労
」
な
ど
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
道
労
連
の

「
雇
用
・失
業
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
り
、

道
民
的
な
た
た
か
い
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
論
で
は
、
最
初
に
季
節
労
働
者
の
実
態
と
た
た
か
い
の
到
達

点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

「仕
事
を
よ
こ
せ
」
の

「冬
の
熱
い

た
た
か
い
」
の
展
望
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

雇
用
と
失
業
を
繰
り
返
し
、
夏
の
就
労
は
七
～
八
カ
月

北
海
道
の
建
設
労
働
者
の
約
半
数
、　
三
二
万
人
は
夏
に
働
き
、

冬
は
失
業
し
、
季
節
労
働
者
と
呼
ば
れ
ま
す
。
季
節
労
働
は
製
造

業
と
観
光
地
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
存
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
二
万
人
を
数
え
、
農
林
漁
業
で
は
一
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
全
産
業
で
二
〇
万
人
、
一雇
用
者
の
一
割
と
い
う
数
の
多
さ

が
、
こ
れ
ま
で
季
節
労
働
問
題
を
道
政
の
重
要
課
題
と
し
て
き
ま

し
た
。

建
設
業
の
季
節
労
働
者
は
例
年
、
四
月
頃
か
ら
入
職
が
始
ま

り
、
連
休
明
け
に
は
半
数
が
働
き
、
七
月
か
ら

一
一
月
ま
で
が
雇

用
の
ピ
ー
ク
で
す
。
職
種
は
土
工
、
雑
役
が
中
心
で
す
が
、
技
能

職
の
大
工
、
左
官
か
ら
、
本
来
な
ら
社
員
で
ぁ
る
べ
き
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ま
で
建
設
現
場
の
す
べ
て
に
わ
た
り
ま
す
。　
Ｉ
一月
に

は
大
半
の
労
働
者
が

「
工
事
満
了
に
よ
る
解
雇
」
の
離
職
票
を
交

付
さ
れ
ま
す
。
男
女
と
も
三
〇
％
が
人
ヵ
月
就
労
で
、
男
子
の
二

〇
％
、
女
子
の
二
五
％
が
七
ヵ
月
就
労
で
す
。

季
節
労
働
の
背
景
に
は
建
設
工
事
の
季
節
間
の
変
動
が
あ
り
ま

す
。
事
実
、
工
事
量
を
四
半
期
ご
と
に
見
る
と
、
全
国
が
各
期
二

〇
％
台
で
平
準
化
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
北
海
道
の
一
～
二
月
期

は
九

・
二
％
と
極
端
に
減
少
し
ま
す
。

積
雪
寒
冷
の
気
象
条
件
に
制
約
さ
れ
、
さ
ら
に
建
設
業
の
重
層

的
下
請
構
造
の
も
と
で
、
季
節
労
働
者
は

「一雇
用
」
と

「失
業
」

の
繰
り
返
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
、
建
設
業
の
雇
用
の

「調
整
弁
」
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
、
そ
も

そ
も
の
不
安
定
雇
用
が
季
節
労
働
者
の
中
心
で
し
た
。
出
稼
ぎ
農

民
と
異
な
り
建
設
業
の
専
業
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

季
節
労
働
者
は
高
齢
化
し
、
国
の
季
節
労
働
者
冬
期
雇
用
援
護

制
度
の
技
能
講
習
受
講
者
は
六
〇
歳
以
上
が
四
人
％
を
占
め
、
女

性
も
多
く
三
七
％
に
お
よ
び
ま
す
。
多
く
は
国
民
年
金
層
で
す
。

建
設

一
般
の
人
○
○
○
人
余
の
調
査
で
は
、
六
五
歳
以
上
に
無
年

金
者
が
二
％
、
将
来
も
権
利
が
な
い
無
年
金
予
備
軍
が
五
％
も
存

在
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´



夏の収入 男(%) 女 (%)

100万円未満

100～ 200万円

200～ 300万円

300～ 400万円

4 22

38 30

38 38

1251

42 20

46 95

4 65

0 38
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表 1 季節労働者の稼働収入

失
業
す
る
季
節
労
働
者
の
年

。

日

月

以
『

間
収
入
は
、
夏

の
就
労
賃
金

ヽ女２
べヽ９
　

（表
１
）
に
加
え
、
一雇
用
保
険

麒
綱
　
の
特
例

一
時
金
五
〇
日
分

（男

］
時

二
五
万
円
、
女

一
五
万
円
一訓

頬
計
　
後
）
と
技
能
講
習
の

「受
講
給

羅
附夢
酔
励一鍮
Ｔ
の。̈

期
手
当
）
が
す
べ
て
で
す
。
特
例

一
時
金
と

「受
講
給
付
金
」
は

年
収
に

「
が
っ
ち
り
」
と
組
み
込
ま
れ
、
正
月
を
迎
え
、
長
い
春

ま
で
の
き
び
し
い
冬
の

「
い
の
ち
綱
」
な
の
で
す
。

月
に

一
一
日
も
働
け
ず
、
雇
用
保
険
の
資
格
が

つ
か
な
い

九
人
春
闘
期
か
ら
高
齢
の
季
節
労
働
者
、
女
性
の
雇
用
不
安
が

表
面
化
し
ま
し
た
。
ま
だ
雪
の
残
る
時
期
に
は
昨
年
働
い
た
会
社

か
ら
、
①
手
紙
で

「雇
い
止
め
」
の
通
告
を
受
け
た
、
②
六
〇
歳

以
上
と
女
は
雇
わ
な
い
と
い
っ
て
い
る
、
③
ず
っ
と

「待
機
」
さ

せ
ら
れ
、見
通
し
が
た
た
な
い
、
④
電
話
し
た
ら
会
社
が
倒
産
し

て
い
た
な
ど
の
訴
え
が
続
出
し
ま
し
た
。
二
月
に
実
施
さ
れ
た
、

椎
名
恒
北
大
助
教
授
の
二
四
四
人
の
聞
き
取
り
調
査
で
は

「昨
年

の
会
社
で
再
び
働
け
る
」
と
の
見
通
し
は
六
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。

雪
解
け
と
と
も
に
状
況
は
よ
り
悪
化
し
ま
し
た
。
４
ｏ
ｌ７
統

一

行
動
を
前
後
し
、
地
区
労
連
規
模
で
一
〇
市
、　
一
一
職
安
所
長
交

渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
札
幌
で
は
中
央
、
東
、
北
の
三
職
安
所
長

が
そ
ろ
っ
て
対
応
し
ま
し
た
。

こ
の
交
渉
で
は
、
季
節
労
働
者
が

「今
朝
も
求
人
誌
で
四
軒
電

話
し
た
。
六
〇
歳
と
聞
い
た
だ
け
で
い
き
な
り
断
ら
れ
た
。
頭
に

く
る
」、
「職
安
に
毎
週
通
っ
て
い
る
が
ま
っ
た
く
見
通
し
が
な

い
」

（六
六
歳
）、
コ

五
年
、
鉄
骨
を
や
っ
て
き
た
。
秋
に
仕
事

が
な
く
、
高
齢
者
が
絞
り
出
さ
れ
て
失
業
し
た
」

（六
四
歳
）、

「四
月
は
少
し
仕
事
が
出
た
が
、
五
月
は
見
通
し
な
い
。
不
安
だ
。

高
望
み
し
な
い
か
ら
仕
事
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

（六
七
歳
）、

「高
齢
者
が
若
者
と
競
争
し
な
い
で
働
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
ｔ

い
」

（五
九
歳
、
女
性
）
な
ど
切
実
に
訴
え
ま
し
た
。

「連
体
」
後
そ
し
て

「お
盆
」
前
と
札
幌
、
小
樽
、
函
館
、
苫

小
牧
、
帯
広
、
釧
路
、
北
見
、
旭
川
、
砂
川
で
繰

，
返
し
実
態
調

査
が
行
わ
れ
、
自
給
体
、
職
安
交
渉
が
強
め
ら
れ
ま
ｔ
た
。

参
議
院
選
挙
で
は

「実
は
一
食
し
か
食
べ
て
い
な
い
」

「奥
さ

ん
の
年
金
で
生
き
て
い
る
」
な
ど
悲
痛
な
訴
え
が
な
さ
れ
、
涙
な
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が
ら
の
対
話
が
全
道
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
口
に
入
り
、
予
想
さ
れ
た
二
つ
の

「深
刻
さ
」
が
現
実
と
な

り
ま
し
た
。

第

一
は
、
結
果
と
し
て
春
か
ら
ず
っ
と
仕
事
が
な
く
、
収
入
が

な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

「わ
ず
か
の
蓄
え
で
食
い
つ
な
い

で
い
る
」

「生
命
保
険
を
解
約
し
た
」
か
ら
、
自
治
体
の
貸
付
金

の
活
用
、
生
活
保
護
の
適
用

（二
〇
件
）
へ
と
広
が
っ
て
い
ま

す
。
業
界
紙
が

「異
常
」
と
す
る

「建
退
共
」
の
退
職
金
請
求

は
、
四
〇
％
増
で
一
～
四
月
に
三
六
六
〇
件
に
お
よ
び
ま
し
た
。

「蓄
え
」
も

「解
約
」
も

「退
職
金
」
も

一
回
限
り
の
生
活
の
つ

な
ぎ
で
す
。
来
春
は
も
う
手
立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
は
、
幸
い
に
し
て
働
い
て
い
て
も
、
就
労
日
数
が
極
端
に

少
な
く
、
そ
れ
は
収
入
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
保
険
の
受
給
資

格
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
月
末
の
小
樽
の

調
査

（六
六
人
回
答
）
で
は
月

一
〇
日
以
下
の
就
労
が
二
月
五
人

人
、
四
月
四
四
人
、
五
月
三

一
人
、
六
月
二
二
人
、
七
月
二
四

人
、
人
月
二
七
人
で
す
。
受
給
資
格
の

「見
通
し
が
な
い
」
人
が

四
四
％
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
、

雇
用
保
険
の
資
格
取
得
が
七
月
末
で
昨
年
比
八
三
七
〇
人

（建

設
業
、
短
期
）
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
に
つ
け
ず
、
一雇
用

保
険
を
掛
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
人
た
ち
が
中
心
で
第

一
グ
ル
ー

プ
で
す
。
道
議
会
で
道
当
局
は

「現
在
ま
で
に
就
労
の
場
を
確
保

さ
れ
て
い
な
い
方
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
緊
急
に
実
態
を
調
査
す

る
」

（九
月

一
日
、
日
本
共
産
党
萩
原
信
宏
道
議
の
質
問
へ
の
答

弁
）
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
く
二
〇
〇
〇
人
弱
の

道
当
局
の
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
す
が
、
担
当
課
は

「き
び
し
い
状

況
の
感
触
」
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
受
給
資
格
が
つ
か
な
か
っ
た
人
た
ち
の
実

態
は
、
年
末
に
な
っ
て
深
刻
な
結
果
だ
け
が
数
字
と
し
て
初
め
て

確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
推
移
は
、
来
春
、
事
態
が
よ
り
深
刻

と
な
っ
て
拡
大
し
、
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も

の
で
す
。

救
済
の
手
立
て
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い

月
を
追
い
、
日
々
悪
化
し
て
き
た
季
節
労
働
者
の
夏
の
失
業

は
、
北
海
道
が
公
共
事
業
に
依
存
し
、
雇
用
の

「受
け
皿
」
だ
っ

た
基
幹
産
業
の
建
設
業
が
ゆ
ら
ぎ
、
他
に
吸
収
す
る
産
業
が
な
い

な
か
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
職
安
窓
口
で
二
〇
％
の
採
用
抑
制
が

続
き
、
補
正
予
算
に
よ
る

「
カ
ン
フ
ル
注
射
」
も

「工
事
内
容
が

見
え
て
か
ら
の
対
応
」
と
し
て
雇
用
増
に
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ



労働者数 支給金額(千円)

通 年 雇 用 奨 励 金

冬期 雇用安 定奨励 金

冬期技能講習助成給付金

8,642

39,844

46,624

4,303,034

11,380,972

6.192,275

合 計 95.110 21.876.281
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表2 1997年度の冬期雇用援護制度の活用状況

ん
。ま

た
、
建
設
業
の

「一屋
用
調
整
」

は
出
向
、
配
転
な
ど
で
は
な
く
、
ス

め
　
ト
レ
‐
卜
に
季
節
労
働
者
の

「雇
い

設　
止
め
」
＝首
切
り
が行
わ
れ
、
高
齢

聯
　
者
、
女
性
が
真
っ
先
に
打
撃
を
受
け

鵬　
て
いる
こと
に特徴
があ
ります
。

い　れ籟】暉“り開臓脚磨鰤け卸辞

資
　
以
来
、　
一
貫
し
て

「通
年
雇
用
化
」

を
基
本
に
、

「季
節
労
働
者
冬
期
雇
用
援
護
制
度
」

（表
２
）
を

機
能
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
冬
期
間
、　
一
人

一
一
万
四
〇
〇
〇
円
が

人
万
四
人

一
二
人

（九
七
年
度
、
建
設
業
）
に
給
付
さ
れ
、
総
額

九
六
億
九
〇
〇
〇
万
円
は
季
節
労
働
者
の
冬
の
生
活
と
と
も
に
疲

弊
し
て
い
る
地
域
経
済
を

「底
支
え
」
し
て
き
ま
し
た
。

道
の
対
策
は
国
に
ま
っ
た
く
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
冬
期
工
事

に
た
い
す
る
増
嵩
経
費
の
か
さ
上
げ
が
独
自
施
策
の
唯

一
と
い
え

ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
年
間
六
〇
〇
〇
億
円
の
公
共
事
業
費
の
う

ち
、
わ
ず
か
二
億
六
〇
〇
〇
万
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
国
、
道
の
対
策
は
、
い
ず
れ
も
季
節
労

働
者
が

「夏
は
働
く
」
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
冬
の
仕
事
と

生
活
対
策
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
し
た
。
夏
の
失
業
は
そ
も
そ

も
が

「想
定
外
」

（労
働
省
）
だ
っ
た
の
で
す
。

季
節
労
働
者
の
雇
用
保
険
の
扱
い
は
、
短
期
一雇
用
の

「特
例
」

被
保
険
者
で
す
。
し
た
が
っ
て
、　
ヨ

般
」
の
失
業
者
に
た
い
す

る
給
付
延
長
、
職
業
訓
練
、
一雇
用
調
整
給
付
金
や
道
の

「一雇
用
奨

励
金
」
は
す
べ
て
対
象
外
で
す
。
す
な
わ
ち
、
一雇
用
保
険
の
受
給

資
格
が
な
け
れ
ば
、
職
安
で
は

「
た
だ
の
求
職
者
」
に
す
ぎ
ず
、

無
拠
出
の

「失
業
手
当
」
が
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
一

円
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
労
働
政
策
と
し
て
救
済
す
る
手
立
て
が

用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

季
節
労
働
者
は
、
現
在
の
瞬
間
、

「夏
も
働
け
な
い
」

「一雇
用

保
険
も
も
ら
え
な
い
」

「援
護
制
度
も
受
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う

一
年
を
通
じ
て
一
切
の
収
入
の
道
を
断
た
れ
、
も
っ
と
も
困
難
な

失
業
者
に
陥
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「
つ
な
ぎ
」
就
労
で
自
治
体
の
応
急
対
策
が
は
じ
ま
る

夏
の
季
節
労
働
か
ら
の
失
業
と
い
う
か
つ
て
な
い
事
態
に
た
い

し
て
、
市
町
村
の
九
月
議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
対
策
が
い
っ
せ
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い
に
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
、
苫

小
牧
、
恵
庭
、
上
磯
の
各
市
町
が
技
能
講
習
の
実
施
主
体
で
あ
る

企
業
組
合
に
一
〇
〇
〇
万
円
規
模
で
特
別
対
策
の
仕
事
を
出
し
始

め
ま
し
た
。
草
刈
り
、
落
ち
葉
清
掃
、
側
溝
素
掘
り
な
ど
の
作
業

で
す
。「無

資
格
者
を

一
人
も
出
さ
な
い
対
策
を
決
断
す
る
」

（名
寄

市
）、
「全
面
的
に
対
応
す
る
。
企
業
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
ほ
し

い
」

（静
内
町
）
な
ど
、

「
つ
な
ぎ
」
就
労
対
策
は
、
今
後

一
二

月
に
か
け
て
全
道
に
拡
大
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
は
津
設

一
般
と
季
節
労
働
者
で
構
成
す
る

「九
〇
日
会
」
や
建
設

一
般
と
し
て
連
続
的
に
上
京
し
、
労
働
省

要
請

（六
回
）、
北
海
道
選
出
の
国
会
議
員
要
請

（三
回
）
と
と

も
に
道
交
渉

（五
回
）、
職
安
、
自
治
体
交
渉
を
重
ね
、
大
衆
的

な
取
り
組
み
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
道
民
合
意
の
世
論
結
集
を
は
か
る
た
め
に
、
議
会
決
議

を
重
視
し
、
北
海
道
議
会
決
議
と
市
町
村
議
会
の
決
議
の
促
進
を

は
か
り
、
す
で
に
自
治
体
決
議
は
五
〇
を
超
え
ま
し
た
。
市
長
会

総
会
で
も

「要
望
意
見
」
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
町
村
議
会

の
決
議
は
、
政
府
と
道
に
た
い
し
て

「特
別
就
労
対
策
と
財
源
措

置
」
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
避
け
ら
れ
て
き
た

「失
業
対

策
」
そ
の
も
の
を
文
言
上
も
要
求
す
る
大
き
な
変
化
が
生
ま‐‐
れ
て

い
ま
す
。

一
〇
月

一
九
日
か
ら
道
労
連
の

「一雇
用

・
失
業
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
三
二
市
町
の
自
治
体
、
職
安
、
商
工
会
議

所
の
ど
こ
に
い
っ
て
も

「季
節
労
働
者
」
と

「高
校
生
」
の
雇
用

問
題
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

「求
人
が
な
く
高
校
生
へ
の
就
職
説
明
会
を
中
止
し
た
」

「大

型
店
の
進
出
は
商
店
街
が
崩
壊
に
つ
な
が
る
」
―
―
こ
う
し
た
状

況
は
、
地
元
建
設
業
者
の
仕
事
確
保
を
ふ
く
め
、
地
域
崩
壊
の
危

機
の
打
開
の
た
め
に
、
道
民
的
な
共
同
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。

求
め
ら
れ
る
失
業
対
策
を
正
面
に
す
え
た
対
策

現
在
の
不
況

・
経
済
危
機
の
も
と
で
は
、
雇
用
不
安
の

「底
」

は
か
な
り
先
と
な
る
の
は
必
定
で
す
。
道
自
身
が

「一雇
用
状
況
は

明
確
な
見
通
し
が
立
て
難
い
…
…
短
期
的
に
は
悪
化
し
…
…
中
期

的
に
も
低
迷
す
る
」

（コ
雇
用
推
進
行
動
計
画
」
九
八
年
九
月
）

と
す
る
現
状
な
の
で
す
。

季
節
労
働
者
の
夏
の
失
業
の
打
開
の
た
め
に
は
、
失
業
の

「特

質
」
に
即
し
、

「
か
な
り
先
」
ま
で
の
影
響
を
見
な
が
ら

「大
量
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か
つ
長
期
的
な
失
業
に
対
す
る
対
策
」

（『失
対
事
業
通
史
り

そ

の
も
の
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、
労
働
省
は
技
能
講
習
の
受
講
要
件
の
緩
和
を
検
討
し
始

め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
雇
用
が
拡
大
す
る
わ
け
で
は
あ

ヶ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
現
実
的
な
失
業
対
策
と
し
て
、
国
に
た
い
し
て
の
緊

急
要
求
と
し
て
、
①
特
別
就
労
対
策
と
し
て
九
州
で
実
施
さ
れ
て

い
る

「特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
」
の
実
施
や
公
共
事
業
へ
四
〇

％
の
吸
収
率
を
設
定
す
る
こ
と
、
②
仕
事
の
な
い
高
齢
季
節
労
働

者
が
大
量
に
流
入
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
改
革

し
、
部
分
的
な
雇
用
対
策

（＝
雇
用
保
険
の
適
用
）
を
は
か
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
道
行
政
へ
は
、
③

一
二

一
ヵ
所
で
設
立
さ
れ
て
い
る

「高
齢
者
事
業
団
」

（団
員
六
〇
〇
〇
人
）
に
雇
用
保
険
を
適
用

し
、
技
能
講
習
の
受
講
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
④
す
で
に
一

一
九
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
冬
期
就
労
事
業

（九
億
六
〇
〇
〇

万
円
）
を
夏
場
に
も
拡
大
し
い
国
と
道
が
財
政
補
助
を
行
う
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
北
海
道
知
事
が
国
に
た
い
し
て
毅
然
と
し
た
態
度

で
要
求
し
、
知
事
自
ら
の
決
断
で
実
施
が
可
能
な
対
策
で
す
。

国
が
労
働
政
策
と
し
て
季
節
労
働
者
の
夏
の
失
業
に
た
い
す
る

施
策
を
持
た
な
い
こ
と
は

「政
策
の
貧
困
」
と
の
そ
し
り
を
免
れ
　
２

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

対
政
府

・
道

へ
の
地
域
ぐ
る
み
の
闘
争
強
化

ヘ

道
内
の
完
全
失
業
率
五

・
二
％
は
、
実
は
実
際
に
仕
事
を
探
し

て
い
る
求
職
者
二
四
万
六
〇
〇
〇
人
で
試
算
す
る
と
失
業
率
七

・

人
％
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

未
曽
有
の
事
態
に
た
い
す
る
道
の
態
度
は

「失
業
の
予
防
や
失

業
な
き
労
働
移
動
の
支
援
」

「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
、
新
た
な
求

人
開
拓
に
よ
る
再
就
職
の
促
進
」
な
ど

「民
活
型
」
そ
の
も
の
の

継
続
で
す
。
失
業
を
発
生
さ
せ
て
い
る
民
間
に
失
業
の
解
決
を
求

め
る
政
策
が
効
果
が
望
め
な
い
の
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で

す
。
発
想
が

「逆
立
ち
」
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
政
策
能
力
を
疑
う
道
の
対
応
の
根
底
に
は

「公
的
部

門
に
お
け
る
雇
用
創
出
」

（経
済
戦
略
会
議
）、
す
な
わ
ち

「事

業
吸
収
方
式
」
に
よ
る
失
業
対
策
の
否
定
が
あ

，
ま
す
。
失
業
者

に
直
接
の
仕
事
は
出
さ
な
い
と
い
う
政
府
、
労
働
省
の
従
来
型
政

策
へ
の
固
執
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、
失
業
対
策

を
求
め
る
大
き
な
道
民
世
論
の
結
集
と
断
固
と
し
た
大
衆
闘
争
が
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必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
四
年
前
、
一雇
用
保
険
法
の
成
立
時
、
失
業
給
付
が
九
〇
日
分

か
ち
五
〇
日
の
一
時
金
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
全
道
で

「地
元
で

働
く
仕
事
を
よ
こ
せ
」

「九
〇
日
支
給
を
復
活
せ
よ
」
の
た
た
か

い
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
削
ら
れ
た
四
〇
日
分
の

「代

償
」
と
し
て

「季
節
労
働
者
冬
期
雇
用
援
護
制
度
」
が
実
現
し
ま

し
た
。

以
来
、
一季
節
労
働
者
は
冬
に
な
る
と

「熱
い
た
た
か
い
」
を
く

り
広
げ
、
三
年
の

「暫
定
制
度
」
を
七
回
、
延
長
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
冬
を
、
季
節
労
働
者
は
自
ら
の
た

た
か
い
の
季
節
と
し
て
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
現
在
、
技
能
講
習
受
講
者

一
万
七
〇
〇
〇
人
を
対

象
に
「聞
き
取
り
調
査
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
春
は
技

能
講
習
を
受
講
で
き
た
が
、
夏
に

「仕
事
が
な
か
っ
た
」

「
日
数

が
足
り
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
新
年
の
技
能
講
習
を
受
講

で
ぎ
な
い
仲
間
の
実
態
調
査
で
す
。

夏
の
失
業
は
、
す
べ
て
の
季
節
労
働
者
に
と
っ
て

「明
日
は
わ

が
身
」
の
問
題
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
必
ず
大
き
な
連
帯
が
前
進
し

ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
、
実
際
に
失
業
者
を
か
か
え
る
市
町
村
に
た
い

す
る

「
つ
な
ぎ
」
就
労
、

「
コ
メ
、
灯
油
」
の
支
給
な
ど
あ
ら
ゆ

る
生
活
保
障
要
求
を
ふ
く
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
対
政
府
、
道
へ
の

「仕
事
を
よ
こ
せ
」
の

「冬
の
熱
い
た
た
か
い
」
を
決
意
し
て
い

ま
す
。

（さ
と
フヽ
　
リ
ょ
う
い
ち
・
建
設
一
般
道
本
部
委
員
長
）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
ア
メ
リ
カ
ン
・ド
リ
ー
ム
に
彩
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
発
達
史
に
お
い
て
、

資
本
主
義
の
法
則
的
帰
結
と
し
て
の
貧
困
は
と
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
き
た
の

か
。
膨
大
な
資
料
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
て
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
体
制
的
矛
盾
を
摘
出
し
た

労
作
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ａ
５
判
。上
製
〉
本
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〒
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